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教育における超越の不在




西欧的近代教育は主体 としての個人の形成をもって原理 とする｡ わが現代では,社会過




る｡それは ｢情報｣の名による記号 ･形式によって全世界を ｢実現｣し,支配しようとす
る｡ 効率やスピー ドという機能面の寓話やモー ドの寓話,ケアの寓話が絶えず更新されつ
つ,成員の生活を再構成していく｡ そこでは,恐怖や危機をもたらす事態,つまり ｢悪｣
は科学技術的徹底的に解明され続けるものとされる｡ 悪は行政的 ･科学的 ｢危機管理｣な
どによって,｢技術的に克服されるべき｣問題へと変換される｡
そしてその科学技術的寓話が ｢体験｣ として成員に意識化される｡教育 もその方向で徹
底化される｡この ｢体験｣は形式化され,教育の目的 ･内容 とは無関係な所で教育ゲーム
として行われる｡ それは偶然に隣接する諸項が減速しあい,無方向に増殖する教育ゲーム
として展開することで ｢世界市場｣を形成し得るのである｡ それは多 くの矛盾点を含みな
がらも,教育的にも正統性をもつものであると見せかけるいわくありげな社会的 ･言説的
装置によって支えられている｡ 楽しげなゲーム形式であれ,しかつめらしい字間的言説で

















子供たちは,与えられた言語,身振 り,身なりで仮面をかぶり, この市場的 ･情報的世























経由しなくなる｡ 市場はその支配力を ｢情報｣によって実現する｡｢媒体｣は身をこす りつ
けるように個々人に迫って くる｡携帯電話,双方向通信,マルチメディアなどが ｢情報文





なのだ｡再定義の力量を試される ｢場｣でもなく,変換の力業が必要 とされる ｢場｣でも
ない｡ひたすらイージーにアクセス出来る ｢場｣であり,それは思考しない群集の雲,霧








【3】市場的言語の貧 しさの中で ｢現実化｣ される ｢自己｣
近代は世界を認識する準拠枠を自己から調達しようとする｡ だが,それはコンセンサス



















を必要 とするのである｡ 個々人の生存を可能にするこの トータルな日常性が支離滅裂な状











第 1項 この図式は,現代社会の ｢暴力｣性を意識化することに一定の役割を果たす｡
我々は道に迷 うこと,無意味には耐えられない｡すでてを必然の相のもとに切 り締め,収
納 しておきたい｡この必然への ｢縮減｣の欲求はカリスマとそれによる暴力への許容への
渇望 となって現れる｡ この縮減 (コスモロジー) と,衰弱した社会通念 との間の隔離 ･葛
藤は暴力的に埋められようとする (苛め,サ リン)｡勿論,国家は,生涯学習の名 におい
て,慣習,伝統,歴史,文化を再定義し,歩 き慣れた道 とうまく接合させ,学習 しやすい
ように穏やかに個々人のカリキュラムを構成 させようとする｡だが混沌 と ｢暴力｣の噴出
は避けられない｡
この ｢暴力｣性は,幻想の側から現実を乗 り越えようとする強い身振 りである｡危機的
状況の中で,人々が世界の意味は何かと間わざるを得ない立場に追い込 まれる時 (意味喪
失の不安に駆 られるとき),危機的状況で幻想の側から現実を越 えようとする力量のあるも
の(特殊な教義及びそれを体現するカリスマ)を渇望する｡ それは他者に対 して,≪生 と死≫
を判定 し得る立場にある教義 ･人物である｡突如 として,平板化 した社会の側から見れば




我々はいつも ｢想像力の問題｣を言 うが,｢想像力｣とは強い意味においては極めて ｢血
なまぐさい｣ものである｡一部の宗教集団を名乗るものの暴力,諸民族紛争など｡そこで
は ≪生 と死≫が中心問題である｡｢感性の復権｣,｢新世界発見｣などを合言葉に自然や様々
なものに ｢情報｣的意味を持たせ,｢シンボル狩 り｣ としての探索や旅行などに ｢誘惑｣
し,交通通信を活発化 し,｢市場｣を更新 し続ける｡
｢現実｣とは絶えず創出される ｢情報｣的シンボル時空間 (新たな市場づ くり)に振 り回
され,収奪 (これを消費 という)される人々の群れである｡絶え間ない ｢自己評価｣の義
務 とは,システムが ｢主体｣など必要 としていないのに,あたかもそれを必要 としている
かのように偽装する装置である｡学校は真の ｢自己評価｣の可能性 を妨害する装置である｡
暴力 ･エロスの儀式への ｢参加｣を可能にし得る台本 ･舞台 ･道具を骨抜 きにし,子供 を
更に深い闇に追い込むだけである｡大いなる宇宙の中での ｢体験｣ も,大いなる宇宙の中





費する ｢体験｣への誘惑である｡それは ｢専門化｣した技術体系による能率的 ･効率的身








ることによって得 られる ｢確実な｣体験である｡ 生活時空間は ｢観光資源化｣され,生活
物質は ｢市場価値｣を生み出すよう ｢付加価値｣の工夫が称揚される｡ 変換 ･記憶 ･展望
はすべて市場的コンセンサスという名の凡庸化へと回収されるだけである｡
に過剰適応する人々のみが高い評価を受ける｡ 人々の意識は市場的 ･情報的フィルター
によって検閲を受け,平坦化されて,理解 し,機能 し得る形態 (情報 ･意味)に変換され
る｡棲小な情感の反復の技巧,壊小な韻律の継続によって維持 される教育や治療｡ これ ら
は潜在的な連想を刺激せず,精神を集中させない語 り,説明の平板なリズムであり,意味
の凝縮･拡散へ と向う音の集合ではない｡合意形成,学校,｢自己組織化｣は形骸化 し,絶
えず変形 し,浮遊する形式 として現れる｡システムの寄生物 となった我々は,死すら持て
ない｡｢透明な死の世界｣だけがある｡ この浮遊する意味によって支配される時,｢暴力｣
を伴 うエロスの力は儀式性を帯びて現出する｡






民的 ｢説教壇｣と化 している｡新聞やTVの解説者の平板な言葉 と身振 りが我々の内面 と
言葉 と身振 りを制圧 し,纂奪 し腔め辱める｡我々の言う ｢自己評価｣ とはこのような世界
における ｢自己評価｣なのである｡先進国にふさわしい日本語を鍛え上げてきたとされる
学校用語は排除すべき如何なる理由も持たないようにみえる｡血液製刺,臓器移植,遺伝




して闘うことは可能であろうか ? ｢指導｣ とか ｢児童｣や ｢生徒｣ という教育内語を平気
で使い,ますます市場化されていく学校への帰属の拒否を予め排除する識者たちの群れ,
彼 らによる ｢教育批半山 とは全 (性格 を異にする世界の言辞 を探 り当てること可能であろ
うか ?我々にとって必要なことは,子供のエネルギーを誘導して,やがては枯渇させる｢指
導｣のテキス トに腕み込 まれないこと｡教育用語によって支配的言辞の子供への移植を図
る教育的 ｢配慮｣に過敏に警戒するであること｡子供を ｢理解｣するという名 目で子供自
身のためではない文脈によって虚弱化される子供を救 うこと｡
第 7章 指導-布教 ･委任統治- ｢意欲｣の評価の精密化
第 1節 我々は日常生活において ｢体験｣について色々と語る｡たとえそれが,あやふや
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な語 り方であるにしても,この語 り得るということは体験が ｢何事か｣を ｢実地に｣して
いるという文脈を備えたものであることを認めることであり,そのことが体験の ｢意味｣
を構成するということが予め了解されている｡ つまり ｢直接的な｣体験 といえども ｢媒介｣
的 (間接的)なものであり,或る文脈を備えて認識されているのである｡
この意味で,｢意欲｣の評価 ということも,く目的 ･意 ･手続きの神学的基礎付け)のひ
とつに他ならないことが分かる｡これはシステム化された｢個人｣,ニーチェの言うところ




体験 と行為の可能性 とは顕在化できるよりも常により多 くの事柄の存在を意味する｡ こ
の過剰性は,剰余への着目と飛期への誘いを生むはずだが,教育はそれを所与の ｢選択｣
行動への強制へ と回収させる｡ たとえば ｢望ましい｣経験を学校で与えようという教育的
配慮が,如何に ｢西欧型の進歩｣こそ唯一の ｢望ましい｣図式に凝 り固まっていることか｡
この硬直した同化主義,無意識の排外主義｡｢指導｣という言葉は,それを口にするや否や
即座に自分の優越を信じ込み,自分の経験に自信を持って,手取 り足取 り子供を扱い,自























このように,神 と呼ばれたり,社会や歴史 と呼ばれた り,伝統や文化 と呼ばれたりする
根拠に基づき,我々は ｢自己｣を設計 しようとして重荷を背負う｡ これが透明な牢獄への
幽閉を可能にするのだ｡この根拠は個人にとっては ｢超越｣的なものであえある｡ 人は牢
獄の中にあってさえ ｢超越｣ と ｢自己｣ との連続性 と断絶のあり方を巡って苦しむという
擬態を楽しむことが出来る (ドス トエフスキーのいう ｢苦痛の快楽｣)｡だが無意味な苦痛
を避け,融和を目指す者 もいる｡ 抽象的な ｢超越｣(たとえば ｢専門家になる｣)に融和 し























向をとる素振 りである｡勿論それは ｢個別性｣の徹底の情念を市場経済によって翻訳 し絶
えず平板化 してい く過程であることは言うまでもない｡





のコミュニケーションを不可能にした近代的理性への ｢社会学｣的居直 りである｡ 我々は,
システムの ｢外｣の代償 として当座 しのぎの ｢基準｣を設け,これを ｢現実｣的基準 とし
て, ｢自己評価｣したり,差別をしたり,差別撤廃の動きに ｢参加｣する｡














は ｢罪｣になる｡ では,惰性的なシステム内への閉じ込めでない強いニヒリズム (新たな
生への欲求)は可能か ?きわめて俗的な政治的経済的,軍事的な現代の ｢強者｣｢賢者｣の
間尺に合うものが過去の ｢典型｣として ｢教材｣化され,このシステムが個々人のIdentity
を確立を迫って くる｡ まさに ｢死せるものをして生けるものを葬らしめよ !｣である｡ 専





は,世論の動向や世の流れである｡ か くて情報的知性は不敗 となる｡
｢個人｣は,ここで奇妙な立場に立たされる｡｢自己｣は自らの一貫性を貫 こうとする｡
しかし, ｢道具主義的｣な効果や強調点や優先順位はこの一貫性を確保するための文脈を提




ヘーゲル流に ｢矛盾的存在 としての自己｣を ｢自己止揚｣する能力を入手することなど出







る企ては可能だろうか｡否,その ｢企て｣ という発想自身が畜群的人間が内側に ｢外｣を
見ようとする笑 うべき姿なのではないだろうか｡果たして畜群的人間は内側からコミュニ
ケーションを任意に選ぶことは出来ないという意味に閉じ込められた秩序において社会を
形成する｡ コミュニケーションが止むところでは社会 も終わる｡ だが我々はコミュニケー
ションそのものを選ぶことも排除することも出来ぬ畜群 として生きる以外には存在するこ
とが許されないのだろうか｡我々は自分で選んだ速度 と順序で物事をすることを許されな
い事態に陥っても死を選ばない畜群 としてとどまる存在でしかないのだろうか｡
